


















































成 12 ～ 13 年研究助成「モンゴル国オブス県発見白樺樹皮文書の保存と研究」（代表：吉田順一）、
三菱財団平成 15 ～ 17 年度人文科学研究助成「モンゴル国ボルガン県発見白樺文書の保存と研究」
（代表：井上治）、科研費補助金 2006 年度～ 2009 年度基盤研究（B）18401016「モンゴルの白樺
樹皮文献と白樺樹皮文化に関する調査研究」（代表：井上治）、科研費補助金 2011 年度～ 2013 年
度基盤研究（B）23320155「新出土契丹文字資料・モンゴル文字資料に基づくモンゴル史の再構成」
（代表：松田孝一）の助成を受けて行っている。
３ 　現地調査は、科研費補助金 2006 年度～ 2009 年度基盤研究（B）18401016「モンゴルの白樺樹
皮文献と白樺樹皮文化に関する調査研究」（代表：井上治）採択期間中に実施した。


























して、Betula platyphylla Sukacz、Betula hippolyti Sukacz、Betula mandshurica （Regel） 
Nakai、Betula microphylla Bunge、Betula rezniczenkoana （Litv.） Schischk を取り上げて
紹介し、薬効は樹皮にあると説明されている（Ligaa 1996：97−99）。Virtual Guide to the 









　カバノキ属は明るい場所を好む成長の早い木であり、高さは 20 ～ 30m、幹は 30cm ～












































































































































13 　Ochir 2011 は、太古の昔からの白樺樹皮利用文化が、現在もなおモンゴルの一部地域に残ってい
るという点を強調している。筆者は、同じ状況を全く別の見地から評価しており、白樺樹皮利用の
現状はあちこち尋ね歩かないと見つからない状況にあることに着目しているわけである。
































































































































































































資源保護工程実施法案」（2000 年 12 月）と「天然林資源保護工程管理辦法」・「天然林資


























































































































Chiodo, Elisabetta. The Mongolian Manuscripts on Birch Bark from Xarbuxyn Balgas in the 








Dschingis Khan und seine Erben: Das Weltreich der Mongolen. Bonn, 2005.
Erdenebat, U. Mongol ehneriin bogtag malgai. Ulaanbaatar, 2006. ［Ｕ・エルデネバト『モンゴル婦人
のボグタグ帽』］
Gongorjav, G. Mongolchuudyn modon öv soyol. Ulaanbaatar, 2011. ［Ｇ・ゴンゴルジャヴ『モンゴル人
の木の文化』］
Ligaa. U. Mongolyn ulamjlalt emnelegt emiin urgamalyg heregleh arga ba jor. Ulaanbaatar, 1996. 
［Ｕ・リガー『モンゴル伝統医学薬草の使用法と処方箋』］
Heissig, Walther. Die mongolischen Handschriften-Reste aus Olon süme, Innere Mongolei （16.−17. 
Jhdt.）， （Asiatische Forschungen 46） Wiesbaden, 1976.
Ochir, Taijiud Ayuudain. “Mongolchuudiin üisnii soyol”, Mongolyn tüühiin sudalgaa, ded bot’, 
Ulaanbaatar, 2011: 380−394. ［タイジウド・アユーダイン・オチル「モンゴル人の白樺樹皮文化」『モ
ンゴル史研究』下巻］

















［付記］本稿は、鹿島学術振興財団平成 12 ～ 13 年研究助成「モンゴル国オブス県発見白樺樹皮文書
の保存と研究」（代表：吉田順一）、三菱財団平成 15 ～ 17 年度人文科学研究助成「モンゴル国ボル
ガン県発見白樺文書の保存と研究」（代表：井上治）、科学研究費補助金 2006 年度～ 2009 年度基盤
研究（Ｂ）18401016「モンゴルの白樺樹皮文献と白樺樹皮文化に関する調査研究」（代表：井上治）、

















（University of Greifswald, Institute of Botany and 
tinuLandscape Ecology, Institute of Geography and 
Geology, Computer Centre, 2010- （conously updated）． 
FloraGREIF-Virtual Flora of Mongolia （http://greif.
uni-greifswald.de/floragreif/）． Computer Centre 
of University of Greifswald, D-17487 Greifswald, 
Germany. ［2012/01/09 最終アクセス］）
〈地図3−2〉Betula hippolyti Sukacz.
〈地図3−3〉Betula mandshurica （Regel） Nakai. 〈地図3−4〉Betula microphylla Bunge.
〈地図3−５〉Betula rezniczenkoana （Litv.） Schischk.






















































〈写真 10 −１〉 〈写真 10 −2〉
〈写真 11 −１〉 〈写真 11 −2〉女性は白樺樹皮器の作者（オロチョン族）
